
今今今
治治治
歴歴歴
史史史
散散散
歩歩歩

今
治
の
埋
も
れ
た
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
４
回
は
、

今
治
の
海
事
遺
産
と
海
事
産
業
の
お
こ
り
に

つ
い
て
紹
介
し
、
海
事
都
市
・
今
治
の
身
近

な
ル
ー
ツ
を
歴
史
散
歩
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お

し
ま

●
来
島
海
峡
の
航
路
整
備
と
小
島
砲
台

日
本
三
大
急
潮
流
の
来
島
海
峡
は
、
海
上
交
通

の
要
所
と
し
て
も
有
名
で
す
。
こ
の
海
峡
航
路
が

整
備
さ
れ
る
の
は
、
明
治
三
〇
年
代
に
な
っ
て
か

ら
で
、
増
え
続
け
る
通
航
船
舶
に
対
応
し
た
も
の

で
し
た
。
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
四
月
二
〇

な
か
と
し
ま

日
に
中
渡
島
灯
台
、
同
三
五
年
四
月
一
日
に
大
浜

灯
台
と
コ
ノ
瀬
灯
標
（
現
、
唐
子
浜
の
赤
灯
台
）

が
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

同
じ
頃
、
小
島
で
は
明
治
三
二
年
か
ら
同
三
五

よ
う
さ
い

年
に
か
け
て
、
陸
軍
芸
予
要
塞
の
一
つ
で
あ
る
来

島
要
塞
が
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
要
塞
は
、

ロ
シ
ア
・
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
同
航
路
通
峡
阻
止

ほ
う
る
い

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
現
在
も
中
部
堡
塁
・
北

部
砲
台
・
南
部
砲
台
の
遺
構
が
島
内
に
確
認
で
き

ま
す
。
ま
た
、
同
航
路
の
整
備
は
、
戦
時
に
お
け

る
海
上
輸
送
路
確
保
の
意
味
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
陸
路
は
山
陽
鉄
道
の
整
備
（
広
島
〜
下
関
）

が
同
時
並
行
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

は
ま
だ
ん

な

●
波
止
浜
の
浜
旦
那
と
波
方
船
主

け
ん

明
治
初
年
の
波
止
浜
の
塩
田
規
模
は
、
四
二
軒

約
六
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
し
た
。
さ
ら
な
る
塩
田
用

地
の
拡
大
を
望
め
な
い
と
判
断
し
た
浜
旦
那
は
、

多
角
事
業
の
経
営
に
乗
り
出
し
ま
す
。ま
す
や

そ
の
象
徴
的
存
在
が
八
木
亀
三
郎
（
升
屋
）
で
、

彼
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
着
工
を
好
機
と
と
ら
え
、
ロ

え
ん
か
い
し
ゅ
う

シ
ア
沿
海
州
に
拠
点
を
も
ち
ま
す
。
現
地
の
巨
商

と
波
止
浜
塩
の
輸
送
を
特
約
し
、
サ
ケ
・
タ
ラ
の

輸
入
に
も
た
ず
さ
わ
り
ま
す
。
後
に
北
洋
の
カ
ニ

漁
業
に
進
出
し
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
に

か
に

か
ら
ふ
と

業
界
初
の
三
千
ト
ン
級
蟹
工
船
・
樺
太
丸
を
竣
工

さ
せ
、
他
に
も
美
福
丸
・
春
山
丸
と
い
う
蟹
工
船

を
所
有
し
て
い
ま
し
た
。

同
じ
頃
、
波
方
船
主
の
多
く
が
製
塩
用
石
炭
の

ち
く
ほ
う

輸
送
に
従
事
し
、
筑
豊
・
宇
部
な
ど
の
石
炭
積
出あか

港
と
瀬
戸
内
の
塩
田
産
地
を
往
来
。
波
方
港
の
赤

れ
ん
が
と
う
み
ょ
う
だ
い

煉
瓦
灯
明
台
は
、
彼
ら
の
寄
進
に
よ
る
も
の
で
、

建
て
ら
れ
た
の
は
明
治
後
期
〜
大
正
初
年
頃
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

●
波
止
浜
湾
に
誕
生
し
た
近
代
造
船
所

愛
媛
最
初
の
洋
式
造
船
所
は
、
波
止
浜
湾
か
ら

誕
生
し
て
い
ま
す
。
波
止
浜
有
数
の
浜
旦
那
・
八

た
ん
ば

や

木
光
三
郎
（
丹
波
屋
）
を
発
起
人
代
表
と
し
、
明

治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
五
月
に
設
立
さ
れ
る
の

せ
ん
き
ょ

が
、
波
止
浜
船
渠
�
で
し
た
（
現
、
�
新
来
島
波

止
浜
ど
っ
く
）。
工
場
用
地
は
、
大
浦
浜
の
塩
田

一
軒
が
あ
て
ら
れ
、
こ
こ
に
石
垣
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク

が
つ
く
ら
れ
ま
す
（
写
真
参
照
）。

大
正
期
に
な
る
と
、
同
社
の
経
営
は
松
山
の
造

船
実
業
家
・
石
崎
金
久
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
同
社
は
住
友
財
閥

の
傘
下
と
な
り
、
新
造
船
台
と
新
た
な
ド
ラ
イ
ド

ッ
ク
が
二
基
つ
く
ら
れ
ま
す
（
と
も
に
現
存
）。

あ
か
さ
き
は
ま

一
方
、
同
社
を
去
っ
た
石
崎
は
、
赤
崎
浜
の
塩

田
二
軒
を
造
船
用
地
に
替
え
、
伊
予
木
鉄
造
船
�

（
後
の
波
止
浜
造
船
�
）
を
設
立
。
ま
た
同
じ
頃
、

こ
う
ら

戦
時
統
制
下
の
企
業
合
同
で
、
小
浦
に
今
治
造
船

�
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
昭
和
戦
後
の
愛
媛
の
造

船
業
界
は
、

以
上
の
三
社

け
ん
い
ん
や
く

が
牽
引
役
を

果
た
し
、
発

展
し
て
い
く

こ
と
に
な
り

ま
す
。

第
四
回

海
事
都
市
の
身
近
な
ル
ー
ツ

昭和初年頃の波止浜船渠
（写真／石崎重久氏所蔵）

波方港の赤煉瓦灯明台
（玉生八幡神社境内）
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